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会 議 次 第 

 

１．開 会  午後３時～     （進行：三浦課長） 

 企画調整部長より２２年度から新たに委員となられた「工藤健一委員」に委嘱状の交付。 

 

２．会長あいさつ 

 今日は春作業の大変お忙しい中をご出席頂きました大変ありがとうございます。特に今日は不幸も

重なったということで副会長の徳山さんほか欠席ということでございますがやむを得ない事情です

のでご了解頂きたいと思います。 

 いよいよ春作業も本番ということですが、同時に行政の方も事業に入ったり、様々な計画の本格的

始動に入った時期にもなっております。本協議会は２期目に入っているわけですが、一期四年間の

様々な活動というのはどうだったのだろうか？それから新聞などでも他の地域の協議会、あるいは市

議会等の反省も見えますが、やはりそうゆう反省といいますか総括をもって新しい年に入らないとい

けない、心を新たにしなければならないのが我々協議会の委員の役割ではないかと思います。 

特に財政の問題については２３年の時期に２６・２７年になるかもしれないというような行き方で

通常の財政に戻るというような、そうゆう目標のもとに総合発展計画の計画通りに進んでいるだろう

と思います。合併にあたり職員数の減などを約束しながら合併したわけで、これもまた職員の計画通

りに減員が進んでいるように感じています。そうゆうようなことなど計画通りに順調に進んでいるよ

うなところもありますが、しかし、合併当初と比べますと昨年一昨年の計画の見直しではかなりの事

業が先送りされたように記憶しておりますが、これなどもできれば計画を早めるなり最低でも計画通

りの実施にこぎ着けて頂かなければとこのようにも思います。なにせ、各集落の要望もかなり多いし

毎年のことながら集落要望をとっている訳ですが、要望の完全実施というのはなかなか難しいと思い

ます。そうゆうようなことも反省しながら今後の協議会のあり方がどうあるべきかを真剣に考えてい

きたいと思います。 

特に、今年の市長の施政方針の資料を見ますとなかなか合併効果、そうゆうものの実感がまだ薄い

んだというようなことから、支所管内いわゆる協議会が担当する各旧市町の活性化をさせるための手

立てとしまして、修繕費の増額やら地域づくり事業を新たに作りまして、こうゆうもので活性化を図

るということ。尚また、定住自立圏構想これは五年間の事業でございますが、合計４８１４万という

計画のようでございます。こうゆうようなこととあわせまして地域公共交通総合連携計画なるものを

計画しまして、特に我々の地域ではこの件につきましては沿線以外の遠隔の地域からの交通について

は特にスクールバスを一般の住民でも利用できるような方策があげられないか、そうゆう課題も載っ

ておりますし今後に期待したいものだと思います。いずれこの地域の活性化のために我々委嘱されて

いるものですから特段のご努力とご協力をお願いしながら地域協議会をますます活性化できますよ

うお願いを申し上げまして一言あいさつと致します。 

 



３．由利本荘市小松企画調整部長あいさつ 

地域協議会の皆さんには由利本荘市政の発展のために日頃から特段のご指導頂いていることに対

しまして厚く御礼申し上げます。特に由利地域の活性化、地域づくりに関し今年度、先ほどの会長さ

んの話にもありましたとおり地域づくり推進事業という事業を創設したわけでありますが、昨年度か

らいろいろとご丁寧にとりまとめご提言等ご尽力頂いたことに対しまして改めて御礼を申し上げた

いと思います。 

経済・雇用状況の非常に厳しい中ではございますが、平成２２年度の一般会計予算としては前年度

と比較しまして８．１％の増となります４７３億８千万円というものを議会に承認頂きまして、４月

からスタートした訳でございます。 

予算編成にあたりましては、公債費適正化計画というものが策定されおりますのでそれを遵守しな

がら、これまた先ほど会長さんのあいさつのもありました総合発展計画の予定事業の予算化をしなが

ら新たに定住自立圏構想に基づきます推進事業を本年度から始める、さらに地域枞の創設、いわゆる

地域づくり推進事業の関係であります。そして、これまでありました緊急的な修繕に使えるという風

な５００万円の地域枞を７００万円に、合わせまして１，０００万円の地域枞をもって今年度あたる

というふうな予算とさせて頂きました。 

そのほか緊急雇用や住宅リフォームの資金助成事業、太陽光発電の支援、環境問題への取り組み、

さらには福祉医療対象年齢の拡大、等々の尐子化対策や健康福祉の充実、さらに個人住宅の耐震診断

の助成等々地域経済の活性化、住民の安全安心を考えた新規のソフト事業を積極に予算化したところ

であります。 

何はともあれ、市全体の元気が出るということはとりわけ地域の元気がなければ、市全体の元気に

はつながらないと認識しております。そうゆう意味も持ちまして地域協議会の委員の皆さま方にはこ

の由利地域の活性化ひいては由利本荘市の活性化のために今後とも何卒お力添えご指導頂けますよ

うよろしくお願い致したいと思います。 

 一言お礼とお願いにごあいさつさせて頂きたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

４．会長報告 

 資料－１により、各種会議への出席状況について説明。 （佐藤千秋会長） 

 

５．行政報告 

 行政報告に入る前に４月１日付の人事異動もあったため出席している職員を支所長より紹介。 

 資料－２により、５月１０日までの由利地域の行事等を報告。 （由利総合支所 三浦支所長） 

 資料－３により、各課の平成２２年度主要事業を説明。（由利総合支所内 各課長） 

 

（Ａ委員） 

振興課の主要事業の「行政協力員事業」と「住民自治活動支援交付事業」の違いは何か？ 

（振興課 佐藤主査） 

 行政協力員事業は総代さんの手当の分でございます。住民自治活動支援ということで、対象となる

事業を行う集落の申請が必要でして、例えば敬老会、運動会などを集落で実施した場合に交付される

ものとなります。 

（Ｂ委員） 

 高嶺大学はこの資料のどの部分に入っているのか？ 

（伊藤課教育学習長） 

 この資料は主要事業をピックアップしているので、予算としては計上されているが、資料には含ま

れていません。 

（Ｃ委員） 



 市民福祉課の敬老会開催事業について、今年度も前年度同様の形態での開催を予定しているか？由

利の場合は座卓で、婦人会の方が座布団を持ってきて開催しているが、イスと机で実施しているとこ

ろもあると伺っている。お年寄りの場合、座布団に座って長時間いることが苦痛のようだ。いずれ机

はリースでやっているのだから、他の方々からの意見を聞いて検討してみてはどうか？ 

（鈴木市民福祉課長） 

 今年度は前年度同様の内容で予算要求しているため、来年度に向けて参考にさせて頂いて、他の地

区の状況も見ながら前向きに検討していきたいと思います。 

 各集落からの意向も聞きながら総代会などにも聞きながら検討したい。 

（三浦支所長） 

 敬老会の意見について、今まで考えたことがなかったが、お年寄りは座卓で座布団に座るのが楽な

のかなという思いもあったが、今木内委員から意見を踏まえ、いろんな方の意見を聞き、または参加

者の意見を聞き、座布団を運ぶのがどうこうではなく、参加者の方々が集いやすい、あるいは楽なか

たちにもっていきたなと考えておりますので、今の状態でいいものかいろいろご意見などを聞いて検

討させて頂きたいと思います。よろしくお願いします。 

（Ｄ委員） 

市有林管理事業について、分収林もはいるのか？どこあたりを実施する計画なのか？ 

道路維持事業について、神町の自分（相田委員）の前の道路を以前から集落要望でお願いしていた

があるが今年度の計画にあがっているのか？ 

（佐藤産業課長） 

 収林管理事業の枝打ちについてですが、集落の分収林であっても市で管理している山に関して、施

行計画を作成して事業を行っております。ことしの枝打ち２２．６５ｈａのうち、单由利原が２０．

３１ｈａ、東由利原が２．３４ｈａの計画となっております。 

（庄司建設課長） 

 緊急的な修繕をするための地域枞などを活用して実施していきたい。 

（佐藤千秋会長） 

 土地改良区の新堤の調査設計をしたと思うが２２年度から工事が始まるという説明だったが、この

主要事業資料にはないが、予算が本庁にあるのかどうか説明をお願いします。 

（佐藤産業課長） 

 受益者負担１０％のうち５％を補助するという事業ですが、本庁の方の予算に計上されているため

資料にはあがっていません。 

（Ｅ委員） 

由利郵便局から善隣館手前の十字路まで、雪の多い日に除雪が間に合わず小学生が歩道を歩いて登

校していたことがあったと話をされたことがあった。登校時間に間に合うように除雪をお願いした

い。 

（庄司建設課長） 

歩道の除雪については、登下校時間に間に合わせて除雪するようにしますのでよろしくお願いしま

す。 

（Ｆ委員） 

教育学習課の小学校・中学校のパソコン購入費について今はパソコンが安いのでリースでなく購入

で対応できないものか？ 

（伊藤教育学習課長） 

 資料の事業費には保守点検料も含まれているのでリース料のみではないです。 

 

 

６．協議 



 議事録署名人を、二見美代子委員、佐藤イネ子委員に指名。 

 

 地域づくり推進事業の具体的な計画や進捗状況について提案者から説明。 

（振興課 佐藤主査） 

資料の４をご覧なってください。大きいＡ３のものもお配りしております。１番から１６番まで事業

が記載されております。これは会長からも話しがありましたけども、前回、前々回の協議会の方で確

定した内容となっております。事前に皆さんの方に地域づくり推進事業補助金交付要綱の案をお配り

しております。今２２年度は５月に入りまして実際１番から１６番の事業のなかでも動いている事業

もあるようです。この事業について補助金の交付申請を行わないといけないということになりまし

た。申請はこちらで作成するのではなく、提案されたもしくは事業主体の方で申請してほしいという

考えでおりますのでよろしくお願いします。前回の協議会で事業の概要については説明等ありまして

話を聞いておりますけども実際に何月頃にこうゆう事業をやるとゆうふうなものについて、まだちょ

っとわからない点もあると思うので１番からわかる範囲で結構ですのでご説明いただければと思い

ますのでよろしくお願いします。 

（佐藤千秋会長） 

 それでは、私が提案した５番の文化財保護管理支援事業について説明します。今現在文化財保護協

会の会長と協議しながら、業者が秋田市に２つか３つ専門の業者があるようでそちらに連絡を取りな

がら５月中には見積というか設計というかそうゆうものを揃えたいというような状況でございます。

特に見積依頼書をだしたとかそうゆうことはまだしていませんが、文化財保護協会の会長と協議して

いる段階です。 

（Ｆ委員） 

 案内標柱の材質はステンレスですか？ 

（佐藤千秋会長） 

 鉄製、ステンレス製、もちろん木造もあるようでどれを選ぶかについて秋田の最低２つの業者には

資料を取り寄せてやろうと会長と話をしています。それから、設置場所については、国道の側と、市

道の２箇所と話をしています。 

（Ｇ委員） 

 １番のおばこ号前郷駅舎活用交流事業について商工会女性部の方から説明させて頂きます。資料に

ありますように前郷地区の空洞化防止というのが第１の目的です。我々が卖独でやることも考えまし

たが、前郷駅愛好会というのもありますし、高原鉄道と連携してイベントがあるときに参加して交流

したいというふうにも考えていますが、具体的にはまだ考えていません。 

（Ｈ委員） 

 ２番の地域づくり事業については、交流施設がオープンしまして水辺協議会の方でさくらまつり、 

５月５日はこどもの日イベントとして稚魚放流と魚の掴み取りをやることができました。たくさんの

子どもたちが由利地域だけでなく来てくださって楽しく開催することができました。具体的な日程等

は決めていませんが、月に一度はこうゆうような地域の方々に多く利用して頂ける場としてイベント

を実施していきたいと意向を女性部としては話をしています。笹巻き作り、「このはまま」といわれ

ていますが田植え時期に作るようなご飯を作って食べたりだとかそうゆうのもいいかなと話があが

っています。あとは夏まつり・秋まつり、季節に応じたイベントを開催して行きたいと思います。 

また、先日つりをする方がここで全国大会をしたいという話があがっているということで、そうゆう

方達にも利用して頂ける場として考えていければなと話をしています。 

今度役員会も開催されますのでそちらの方でも話し合って頂ければと思います。 

（Ｂ委員） 

 ３番の心の健康づくり活動支援事業についてですが、本日詳細の資料を持ってきていませんので概

略だけご説明します。 



この由利地域心の健康づくりを考える会「ホットハート由利」は主に自殺防止の活動をしている団

体です。平成１５年に結成しまして、当時２０人の会員でございましたが、現在１３名しかおりませ

ん。秋田県は１４年連続して自殺率日本一という状況です。その中でも特に由利町が多く当時の福祉

課が対策を講じたがなかなか行政だけではうまくいかないということでこの団体を結成した。 

 紙芝居や、講演会などの活動を計画している。 

次に４番の環境美化活動についてですが、由利花木会というのは平成元年に結成された団体で、前

郷のグループホームのところの花壇を中心に花を植えようと考えている。 

（振興課 佐藤弘幸主査） 

１０番の森子大物忌神社駐車場整備事業についてですが、森子総代の多田厚さんが相談に来ていま

す。これから実施する事業ですが、駐車場の整備をするのですが、自分たちで人夫をだして原材料と

いうかたちで、砂利を敷いて側溝を入れるという風な事業を行いたいということで来ております。ま

だ正式な見積等は来ておりませんが、５０万円くらいの事業費で実施できればということでした。こ

れから実際に動いてやるという予定であります。 

 次、６番の番楽交流会ですが、夏に向けて他地域との交流会があると聞いております。交流会につ

いて申請書を出して頂きたいと話をしています。 

 それから、７番の第２回全国廃校サミットですけれども、これにつきましては、資料２の方で支所

長より話がありましたが廃校サミットを無事に終了しております。事務局の方から申請したいと来て

おります。４月２４・２５日に開催済みです。 

 次８番の由利中同窓会東京支部総会参加事業についてですが、中学校同窓会の方から提案されてお

りまして、例年バスで由利地域の方を乗せて行っていたのですが、ここ３年くらいバスで行っていな

いため、地域住民が参加しやすいようにして大勢乗っていきたいということでした。東京支部の総会

は１１月の下旬に予定されておりまして、それに向けて申請書類等あげて頂きたいと伝えておりま

す。 

 ９番の由利原の豊かな自然を大切にの事業ですが、これにつきましては、事業費がかなり大きい事

業ですが、提案者が本日欠席しておりますけれども、資料にあるように、由利原に豊かな自然がある

ので、これをよみがえらせ環境美化につとめるだとかコスモスを植えたいという内容で事業申請した

いということであります。 

 １１番の西滝沢水辺プラザさくらまつり推進事業ですが、これも４月１７日にオープンした水辺プ

ラザの竣工式と桜まつりのオープニングイベントを併せたかたちの事業ですが、これも申請書類が決

裁中の状態であります。 

１２番の旧鮎川小学校校舎利活用推進事業ですが、７番・１１番と同様に現在申請書類等作成中で

あります。 

１３番のゆりの里特産品推進協議会への補助ですが、これにつきましては、主にゆりちゃんの推奨

する包装紙を作成するという内容で、事務局は商工会となっています。 

１４番の道路等環境整備事業は地域団体ということで建設課を通してあがってきた事業でありま

す。集落間の市道の環境整備等の事業に１０万円の支援をしたいということであります。 

１５番の由利高原鉄道利用促進事業ということで、開業２５周年事業の方に１５万程度、１６番の

各駅愛好会助成事業については、おばこ号の利用促進と各駅愛好会への助成ということであります。 

 

 

 

７．その他 

（佐藤千秋会長） 

 資料の中に由利地域の課題という紙があると思いますが、これは自主活動ということになろうかと

思いますが、由利地域の課題について皆さんが考えているようなことを次の協議会までに事務局に提



出して頂きたい。なんでも結構でございますので皆さんの考えていることを出して頂きたい。 

（Ｆ委員） 

 予定では次回の協議会はいつごろになりますか？ 

（佐藤千秋会長） 

 ７月・８月こととなるかと思いますので、由利地域の課題については６月末まで提出願います。 

 あと、みなさん了解していただきたいと思ってる件が一つあります。水辺プラザの向かいの旧長瀬

建設の建物についてであります。この間風の強い日に国道へ資材が飛んでいったりして危なかったと

私に話をしてきた方がいました。なんとかならないかということでしたが、由利地域協議会として市

のほうへ債権者の方へ改善のお願いをしてほしいという要望を出したいと思うのですがいかがなも

のでしょうか？危ないのが建物の陰に農道があるのですが、二階からのガラス窓が落ちてきて危なか

ったいうこともあったそうです。 

（Ａ委員） 

 協議会の提案ではなく、奉行免集落から実情を市の方に要望した方がいいのではないか？ 

（Ｃ委員） 

 地域協議会の役張りは市長から諮問があったことに対し我々が検討して答申するというのが大前

提だから地域の要望を市にあげてやるというのは目的と違うのではないでしょうか？集落総代さん

が市に要望をだして市当局で対応してもらうというものではないでしょうか？困り事を相談する会

になってしまうのでは？ 

（佐藤千秋会長） 

諮問されたものに答申というのが目的なのはその通りではありますが、地域の要望そうゆうものを

含めたものを今の市長はあげてほしいと、むしろ出して頂きたいと市長は言っていました。 

（Ｃ委員） 

地域要望を吸い上げて市にあげてやって検討頂くという役割をもった協議会であってほしいと思

っていたら、地域協議会にはそうゆう役割はないと言われたことがあったので… 

（佐藤千秋会長） 

以前も要望書を出したことがあった。由利地域だけではなく旧本荘もだしている。私は諮問された

ものだけとは初めから考えていませんでした。いずれ住民の意向を地域協議会でという考えで… 

（Ｃ委員） 

 初めは地域協議会ではそう考えていたが、それを受ける行政側がそう思っていなかったようだった

が、今はそうなったのであればいい方向に変わったと言うことですね。 

（小松企画調整部長） 

地域協議会の権限についてですが、木内委員からご説明があったとおりでございます。諮問に対す

る答申。それからもう一つは意見を述べることができるという項目もひとつあります。それについて

要望・意見書を出してもらっている経緯もあります。ですからその協議会そのものはその地域の合併

化の事務比較等々についての意見集約は前に出してもらったようなかたちでいいかと思いますが、た

だいまの話であるような部分について、いわゆる困り事について、地域協議会の要望というかたちで

要望書をあげるまでにはちょっと馴染まないのかなというふうな思いは私どもはしているところで

す。基本的には市政の振興のための諸計画あるいは議案について諮問されたものについて答申する、

二つ目が地域の振興発展のために重要な議案については意見を出すことができる、そして最後は様々

な基本的は計画等変更する場合に意見を聞かなければいけない、こうゆう３つの権限を定めていると

思いますのでその線はずれてはならないのかなというふうな思いでおります。ですから、協議会から

こうゆう意見がでたのであれば、それをうけて総合支所で関係機関に働きかけるということでいいと

思います。 

（佐藤千秋会長） 

そうすれば、この協議会でこうゆう意見が出たということで、三浦支所長に対応いただくというこ



とでよろしいでしょうか？ 

（三浦支所長） 

 財産を管理している人の方にお話をしていきたいと思います。 

（Ｅ委員） 

地域協議会員として地域住民から要望が来る。町議会から市議会という組織になったときに自分の

声が伝わっているのかというような不安があるようだ。 

 

最後に事務局から地域づくり推進事業の申請方法について説明。 

 

（三浦支所長） 

このたび４月１日異動で総合支所長ということでどうぞよろしくお願いします。それで、由利地域

の課題についてですがいろいろご要望なり思っていることを出して頂く、これが基本ではないかと考

えております。そして、当然全部記録しております。それで記録を後で各課長が読んでこれは支所で

いいのか、これは本庁に行くのかということで今までも来ていますのでどうか忌憚のないご意見を出

して頂ければなと思います。本日は長時間にわたりまして慎重なご協議を頂きました。この後２２年

度は２回、３回、４回とまだ協議会が開催される予定であります。委員の皆様にはご多忙のこととは

存じますけれども由利地域のために尽力を賜りますよう宜しくお願い申し上げまして御礼といたし

ます。本日はありがとうございました。 

 

８．閉会 

終了 午後５時２０分 
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